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令和2年5月1日

定例会３月会議
定例会４月会議

　　子育て支援サークル

かみふうせん
　絵本の読み聞かせ子育て支援グループです。
　町立図書館で年３回の活動ですが、顔なじみの子
ども達や赤ちゃん親子組も来ています。小学生のお兄
さん、お姉さん達は、赤ちゃんを抱っこしたり、手を
つなぐ“あったかい”光景が見られます。

発行／平泉町議会　編集／議会広報編集特別委員会　　事務局／平泉町平泉字志羅山45-2　TEL 0191-34-5595

議会だより
　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として、平泉町では平成28年度から交付されています。
　議員一人当たり月額５千円、年間で６万円を上限として議員個人に支給されます。
　各議員の政務活動費の収支報告書は閲覧することができます。
　　閲覧場所　平泉町議会事務局
　　閲覧時間　午前８時30分から午後５時15分まで（土、日、祝日を除く）

政務活動費収支報告

※調査研究費、会議費、資料作成費の支出はありませんでした　　※収入額を超えた支出は、自己資金で負担しています。

令和元年度政務活動費収支状況 単位：円

氏　　名
収入額 支出科目

政務活動費
支出額計

政務活動費
精算額

（6万円上限）

政務活動費
返納額政務活動費

補助金 研修費 資　料
購入費 広報費 事務費

1 氷　室　裕　史 60,000 48,390 15,192 63,582 60,000 0
2 髙　橋　拓　生 60,000 19,362 33,000 9,189 61,551 60,000 0
3 阿　部　圭　二 60,000 14,852 22,365 37,217 37,217 22,783
4 三枚山　光　裕 60,000 13,958 78,729 3,068 95,755 60,000 0
5 真　篭　光　幸 60,000 6,700 13,992 16,406 37,098 37,098 22,902
6 髙　橋　伸　二 60,000 50,592 12,417 1,072 64,081 60,000 0
7 升　沢　博　子 60,000 27,850 14,392 42,242 42,242 17,758
8 佐々木　一　治 ― ― ― ―
9 佐々木　雄　一 60,000 56,403 9,792 66,195 60,000 0
10 千　葉　勝　男 ― ― ― ―
11 寺　﨑　敏　子 60,000 9,792 9,792 9,792 50,208
12 佐　藤　孝　悟 60,000 9,792 9,792 9,792 50,208

合　　　計 600,000 139,343 171,716 140,552 35,694 487,305 436,141 163,859

　

子
育
て
支
援
サ
ー
ク

ル
「
か
み
ふ
う
せ
ん
」

の
活
動
は
、
20
年
に
な

り
ま
す
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
に
は「
テ
ー
マ
」

を
決
め
て
、
紙
制
作
に

つ
な
い
で
い
ま
す
。
選

本
は
、
季
節
感
や
言
葉

の
リ
ズ
ム
等
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

も
今
号
（
１
６
７
号
）
よ
り
、

新
体
制
を
迎
え
ま
し
た
。
諸

先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
議

会
広
報
の
歴
史
と
伝
統
を
尊

重
し
つ
つ
、
よ
り
見
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
議
会
広
報
を

作
っ
て
い
け
る
よ
う
新
人
２

人
を
迎
え
た
体
制
の
中
で
も

精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。

編集スタッフ
委
員
長
　
阿
部
　
圭
二

副
委
員
長
　
稻
葉
　
　
正

委
　
員
　
升
沢
　
博
子

委
　
員
　
氷
室
　
裕
史

委
　
員
　
大
友
　
仁
子

表紙の紹介表紙の紹介
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議員の抱負
議席
番号
１ 大大お

お
お
お

友友と
も
と
も  

仁仁さ
と
さ
と

子子ここ

「小さな声を大切に」をもとに、
お一人お一人に真剣に耳を傾け誠実
に働きます。

期
数
：
１
期

議席
番号
３ 猪猪い

の
い
の

岡岡お
か
お
か  

須須よ
り
よ
り

夫夫おお

私は、防災士です。生まれ育った
郷土と人と弱者を守り働きます。

期
数
：
１
期

議席
番号
４ 氷氷ひひ

室室む
ろ
む
ろ  

裕裕ひ
ろ
ひ
ろ

史史しし

これまで以上に多くの方の声を聞き、
想いを議場へ届けます。

期
数
：
２
期

議席
番号
12 髙髙た

か
た
か

橋橋は
し
は
し  

拓拓た
く
た
く

生生おお

皆様の思いを町政に。平泉のまち
づくりのために誠心誠意取り組み
ます。

期
数
：
２
期

議席
番号
５ 阿阿あ

べ

あ

べ部部  

圭圭け
い
け
い

二二じじ

多くの町民の声を町政へ届けるため
努力します。

期
数
：
２
期

議席
番号
６ 三三さ

ん
ま
い
や
ま

さ
ん
ま
い
や
ま

枚
山
枚
山  

光光み
つ
ひ
ろ

み
つ
ひ
ろ裕裕

「要求から出発する」を原点に、町民
の願いの実現に頑張ります。

期
数
：
２
期

議席
番号
７ 真真まま

篭篭ご
め
ご
め  

光光み
つ
ゆ
き

み
つ
ゆ
き幸幸

子育て世代を応援し高齢者に寄り
添う施策を提言します。

期
数
：
２
期

議席
番号
８ 髙髙た

か
は
し

た
か
は
し橋橋  

伸伸し
ん
し
ん

二二じじ

地方自治の根底に住民の福祉向上
がある。住民ファーストで臨みます。

期
数
：
２
期

議席
番号
11 升升ま

す
ざ
わ

ま
す
ざ
わ沢沢  

博博ひ
ろ
ひ
ろ

子子ここ

町民の福祉を優先し一人ひとりの
暮らしに寄り添ってまいります。

期
数
：
３
期

議席
番号
９ 佐佐ささ

藤藤と
う
と
う  

孝孝こ
う
こ
う

悟悟ごご

町民と共に歩む議会人として、町
民の福祉向上に努めます。

期
数
：
７
期

議席
番号
10 千千ち

ば

ち

ば葉葉  

勝勝か
つ
か
つ

男男おお

議会と行政は町政発展と町民福祉
向上のため、町民の声に耳を傾け
ます。

期
数
：
７
期

議席
番号
２ 稻稻い

な
い
な

葉葉ばば  

　　
正正た

だ
し

た
だ
し

町のあり方を多角的に捉えて考え
まちづくりに活かし前向きに進み
ます。

期
数
：
１
期
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議長・副議長
議　長：髙橋拓生　副議長：升沢博子

議会選出監査委員
　真篭光幸

議会運営委員会
委 員 長：佐藤孝悟　委員：升沢博子、氷室裕史
副委員長：阿部圭二　　　　大友仁子

議会改革推進会議
委 員 長：髙橋伸二　委員：佐藤孝悟、真篭光幸
副委員長：升沢博子　　　　三枚山光裕、猪岡須夫

広報編集特別委員会
委 員 長：阿部圭二　委員：升沢博子、氷室裕史
副委員長：稻葉　正　　　　大友仁子

常任委員会
　総務教民常任委員会
　（総務及び教育民生に関する事項を所管）
　委 員 長：氷室裕史　委員：佐藤孝悟、阿部圭二
　副委員長：真篭光幸　　　　猪岡須夫、稻葉　正

　産業建設常任委員会
　（産業及び建設に関する事項を所管）
　委 員 長：升沢博子　委員：千葉勝男、髙橋伸二
　副委員長：三枚山光裕　　　大友仁子

一関地区広域行政組合議員
　真篭光幸、稻葉　正

岩手県後期高齢者医療広域連合議員
　大友仁子

髙
橋
拓
生
議
長
・

升
沢
博
子
副
議
長
に
決
定

　
任
期
満
了
に
伴
う
平
泉
町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
５
日
に
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
４
月
21
日
に
は
、
初
議
会
が
開
か
れ
、
議
長
や
副
議
長
、
常
任
委
員
会

な
ど
の
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
責
務
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、

町
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
町

民
本
位
の
議
会
運
営
に
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
重
要
課
題
で
あ
る
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
対
策
を
的
確
に

行
う
と
と
も
に
、
山
積

す
る
諸
課
題
に
適
切
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
議
会

で
は
、
従
前
か
ら
「
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
し
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
様
か
ら
の

幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
そ
れ
を

政
策
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
議
会
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
　
　
議
長
あ
い
さ
つ

～開かれた議会・信頼される議会をめざして～

８年ぶりの８年ぶりの
議員選挙で議員選挙で 新体制新体制ががスタートスタート

　※ 常任委員会は、２委員会からなり、所管する事務の調査を行い、請願等を審査します。
　　議員は必ずいずれかの委員会に所属することとなっています。（議長は辞退しています） 2議会だより  第167号



自主財源
13億1332万円
26.0％

依存財源
37億2868万円
74.0%

町税
8億81万円
15.9%

繰入金
4億1006万円
8.1%

その他
1億245万円
2.0%

地方交付税
19億2381万円
38.1%

国庫支出金
6億9323万円
13.8%

県支出金
3億971万円
6.2%

町債
4億4900万円
8.9%

その他
3億5293万円
7.0%

町民税、固定資産税、軽自動
車税など皆さんが町に納めて
いる税金です。

自治体の規模や人口
に応じて国から交付
されるお金です。

保育や医療など使い
道の決まった補助金
です。

町の借り入れ金
です。

収入
50億

4200万円

支出
50億

4200万円

議会費 7979万円
1.6%

総務費
6億8681万円
13.6%

民生費
10億9184万円
21.7%

衛生費
3億2836万円
6.5%

労働費
152万円　0.0%

農林水産業費
3億2688万円　6.5%

商工費
1億2751万円　2.6%

土木費
9億912万円
18.0%

消防費
2億1078万円
4.2%

教育費
8億750万円
16.0%

災害復旧費
1155万円
0.2%

公債費
4億5035万円
8.9%

医療や介護、子育て
など福祉に使うお金
です。

ごみ・し尿の処理
や予防接種などの
費用です。

借り入れ金の返済金です。

予備費等
1000万円
0.2%

子育て支援子育て支援
医療費の助成を継続 4841万円
子育て世代包括支援センター
事業などに 384万円

世界遺産登録10周年機運醸
成事業 1000万円
FMいわて平泉支局
へ業務委託し、
情報発信。

スマートインターチェンジ整備に
3億880万円

令和３年３月の開通を予定

4路線の道路を整備
2億6899万円

整備予定路線
・祇園線　　 ・佐野原祇園線
・ねずみ沢線 ・宿1号線

消防団の消防自動車を
更新 2000万円
第３分団消防ポンプ自動車を
更新し、消防団の体制強化。

社会教育施設の整備 1億6360万円
町の活力を生み、育てる「にぎわい交流拠点」となる
社会教育施設整備。実施設計、発掘調査、建設工事に
着手し、令和3年度の完成を目指しています。

平泉小学校のパソコン整備に 2200万円
パソコン教室などの機器更新

H30年に購入した消防自動車（第４分団）

平泉・一関は80.3MHz

FMいわて平泉支局
毎週月曜12：00-12：30

放送は

建設予定地

施設整備・産業振興施設整備・産業振興にに
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自主財源
13億1332万円
26.0％

依存財源
37億2868万円
74.0%

町税
8億81万円
15.9%

繰入金
4億1006万円
8.1%

その他
1億245万円
2.0%

地方交付税
19億2381万円
38.1%

国庫支出金
6億9323万円
13.8%

県支出金
3億971万円
6.2%

町債
4億4900万円
8.9%

その他
3億5293万円
7.0%

町民税、固定資産税、軽自動
車税など皆さんが町に納めて
いる税金です。

自治体の規模や人口
に応じて国から交付
されるお金です。

保育や医療など使い
道の決まった補助金
です。

町の借り入れ金
です。

収入
50億

4200万円

支出
50億

4200万円

議会費 7979万円
1.6%

総務費
6億8681万円
13.6%

民生費
10億9184万円
21.7%

衛生費
3億2836万円
6.5%

労働費
152万円　0.0%

農林水産業費
3億2688万円　6.5%

商工費
1億2751万円　2.6%

土木費
9億912万円
18.0%

消防費
2億1078万円
4.2%

教育費
8億750万円
16.0%

災害復旧費
1155万円
0.2%

公債費
4億5035万円
8.9%

医療や介護、子育て
など福祉に使うお金
です。

ごみ・し尿の処理
や予防接種などの
費用です。

借り入れ金の返済金です。

予備費等
1000万円
0.2%

　
議
会
定
例
会
３
月
会
議
は
３
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
直
面
す
る
町
政
課
題
、
施
政
方
針
、
教
育
行
政
方
針

な
ど
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
等
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※ 四捨五入により合計が一致しない
場合があります。

誘致企業の導入する設備等の支援に
1億3500万円

人材育成の拠点づくりのため、国の補助を受け、町か
ら補助金を支出。

企業立地資金の利子補給に 300万円
利子補給補助金として、今後3年間300万円の支出が
見込まれます。

令和２年度各会計予算
会計区分 令和２年度

一　　般　　会　　計 50億4200万円

特別会計

国民健康保険会計 7億5140万円

後期高齢者医療会計 8880万円

健康福祉交流館会計 7590万円

町 営 駐 車 場 会 計 6650万円

下水道事業
会計

収 益 的 経 費 3億287万円

資 本 的 経 費 2億6362万円

水道事業会計
収 益 的 経 費 2億9099万円

資 本 的 経 費 3億7844万円

合　　　　　　　計 72億6052万円

※ 令和２年度に、下水道事業と農業集落排水事業は下水道事業会計へ移行し
ました。

◆ 繰入金のうち、基金
の取り崩し額は、3億
9706万円、令和２年
度の基金残額は9億
5606万円

◆ 借金の総額は、47億
514万円（令和２年
度末見込）

長島製作所㈱と企業立地協定Ｒ2.1.27

施設整備・産業振興施設整備・産業振興にに 5050億億42004200万円万円一般会計一般会計
予 算予 算
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問
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
駐
車
場
サ
イ
ン

計
画
業
務
委
託
料
２
０
３
万

２
０
０
０
円
の
内
容
は
。

答
　

駐
車
場
の
舗
装
と
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
ラ
イ
ン
引
き

で
あ
る
。
将
来
的
な
パ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
ラ
イ
ド
を
見
越
し
、
バ
ス

の
通
路
や
駐
車
す
る
車
の
配
列
等

を
検
討
す
る
た
め
の
委
託
料
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
公
有
財
産
購
入
費

１
２
０
万
は
ど
こ
の
用
地

取
得
の
た
め
か
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
整
備
の
青
写
真
は

審査意見
１ 　大型事業への財政出動が続く中、自主財源の
確保に努め、基金の取り崩しは慎重に行うこと。
また、災害の多発や予測できない疾病などによ
る危機管理に対応できる柔軟な財政運営に努め
ること。

２ 　少子化対策については、定住化促進及び子育
て環境の充実に努めること。

３ 　農林業の振興策にあたっては、地域の実情に
対応した政策を推進すること。

４ 　産業振興策を積極的に促進し、効果的な予算
執行に努めること。

悠
久
の
湯
の
利
用
者
増
加
の

取
り
組
み
は

問
　
利
用
者
の
増
加
に
関
わ

る
課
題
に
関
し
て
こ
れ
ま

で
議
員
か
ら
何
度
も
提
案
が
出
て

い
る
が
、
そ
う
い
う
点
を
検
討
し

て
予
算
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

令
和
２
年
度
か
ら
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
役

場
庁
舎
内
の
複
数
の
課
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

る
。
入
館
者
数
の
増
加
や
今
後
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
そ
こ
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
温
度
調
節
が
利
か
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
お
湯
と
水
の
調
整

を
す
る
た
め
の
配
管
の
工
事
は
難

し
い
の
か
。
ま
た
、
工
事
費
が
相

当
に
か
か
る
も
の
な
の
か
。

答
　

構
造
上
の
問
題
で
温
水

と
水
道
の
管
が
別
々
で
あ

る
が
、
管
が
密
着
し
て
い
る
た
め

高
温
に
な
る
。
修
繕
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
内
部
の
た
め
難
し
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
利
用
す
る
方
の
安

全
の
考
慮
は
し
た
い
。
対
処
に
つ

答
　

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

を
作
っ
て
い
る
た
め
に
東

側
に
迂
回
し
て
い
る
部
分
の
祇
園

線
に
か
か
る
用
地
で
あ
る
。
用
地

の
境
界
の
立
会
い
が
終
わ
っ
て

お
ら
ず
、
面
積
が
確
定
で
き
て
い

な
い
１
筆
部
分
に
係
る
費
用
で

あ
る
。

問
　
以
前
か
ら
周
辺
の
ト
イ

レ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

話
が
あ
る
。
ラ
イ
ン
を
引
く
う
え

で
ト
イ
レ
を
見
込
ん
で
い
な
け
れ

ば
公
衆
衛
生
上
、
危
険
な
状
態
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　

道
路
事
業
で
は
ト
イ
レ

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
別
事
業
で
ト
イ
レ
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。
今
回
の
サ
イ

ン
計
画
を
つ
く
る
段
階
で
設
置
す

る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

佐野原祇園線のボックスカルバート
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Q A＆

危
機
管
理
に
対
応
で
き
る

財
政
運
営
を

問
　
平
泉
町
の
現
在
の
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）
残
高

は
５
億
６
０
０
０
万
で
財
政
規
模

の
20・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
財

政
規
模
の
10
％
〜
15
％
の
維
持
が

適
正
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
数

年
の
取
り
崩
し
が
特
に
大
き
く
、

平
成
30
年
度
末
の
２
分
の
１
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
の

事
業
に
影
響
す
る
こ
と

は
な
い
か
。

答
　

確
か
に
令
和

２
年
度
は
３
億

２
０
０
０
万
円
の
取
り

崩
し
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
ま
で
は
取

り
崩
し
が
続
く
。
し
か

し
令
和
４
年
度
以
降
は

投
資
事
業
の
抑
制
を
図

り
健
全
な
財
政
維
持
に

努
め
る
。

問
　
水
害
、
地
震

な
ど
の
災
害
以

外
に
も
今
回
の
疾
病
の

世
界
的
な
蔓
延
も
災
害

と
と
ら
え
、
そ
の
た
め

婦
人
消
防
協
力
へ
の

保
証
は
十
分
か

最小の経費で
最大の効果を期待
　３月９日、10日に予算特別委員会を開催し、令和２年度の
予算を集中審議しました。
　すべての会計予算案について、審査意見を付して、可決すべき
ものとして、全員の賛成となりました。

の
財
政
に
よ
る
危
機
管
理
対
応
も

必
要
で
は
。

答
　

今
後
も
財
政
調
整
基
金

は
少
な
く
と
も
３
〜
４
億

円
の
額
を
維
持
す
る
よ
う
努
力

す
る
。

問
　
地
域
の
防
災
を
担
っ
て

い
る
婦
人
消
防
協
力
隊
員

の
活
動
時
の
事
故
や
疾
病
な
ど
の

際
、保
証
を
受
け
る
制
度
は
あ
る
か
。

答
　

婦
人
消
防
協
力
隊
福
祉

共
済
制
度
が
あ
り
、
活
動

従
事
中
の
事
故
や
疾
病
の
場
合
、
小
額

で
は
あ
る
が
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
。

問
　
地
域
住
民
の
安
全
確
保

の
た
め
の
防
火
活
動
や
厳

寒
の
中
の
訓
練
な
ど
負
担
も
大
き

く
、
今
後
活
動
の
在
り
方
を
検
討

す
る
べ
き
で
は
。

答
　

隊
員
は
地
域
の
自
主
防

災
組
織
と
同
じ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
身
分
保
障
も
曖
昧

な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
そ
の
活

動
方
法
等
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
不
安
に
対
応
す
る

担
当
課
を

問
　
幼
児
教
育・子
育
て（
親

支
援
）
環
境
は
、
女
性
の

就
労
に
伴
い
現
代
社
会
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
。子
育
て
全
て
を
一
本

化
に
し
て
担
当
課
を
設
置
す
る
対

策
を
強
く
望
む
が
、そ
の
考
え
は
。

答
　

子
育
て
支
援
の
悩
み
や

不
安
を
相
談
す
る
窓
口
の

設
置
は
、大
切
で
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
新
年
度
に
即
応
し
て
い
き
た
い
。

副委員長
升沢　博子

予算特別委員長
千葉　勝男

基金の推移億円
20

10

0
H30年度末

12.1

4.9

R元年度見込

8.9

4.5

R２年度見込

5.6

3.9

財政調整基金 その他の基金

R2.２　総務課提供資料から

6議会だより  第167号

予算特別委員会　Report



新たな議会改革に向けて　　委員長：髙橋　伸二
　議会基本条例施行から４年間の議員・議会活動について検証
しました。その結果、新たに検討すべきとする課題も散見され
ました。このため、不断の取り組み・見直しが重要であること
を指し示しました。
　その中には、「議員、議会の災害に対する対応」などについ
ても議論が必要との中間的総括を行いました。
　改選後においても、検証結果を中心とした議論が求められる
ことから、継続して議会改革推進会議の設置が必要であるとの
結論に至りました。

産業建設常任委員会
委員長：千 葉　勝 男

　■調査期間：平成29年６月～令和２年３月

（１）社会基盤施設について　　
　地域課題や行政区要望に応えることは、住民が安全
に安心して暮らすための環境づくりの基となります。
　近年の異常気象による
災害は規模、被害とも甚
大であり、計画的な防災・
減災対策の推進が必要で
あり、維持・管理区分が
町に帰属する「治山ダム」
の現状も含めた対応が求
められています。

（２）農業振興策について
　道の駅が開業したものの地場産品が僅少であり、畑作
農業に対する支援策と中山間地農業を支える体制を作
ることが新たな課題となっています。
　鳥獣被害対策は、ハード面での環境整備促進などの
支援策が求められています。
　先進自治体の取り組みも参考にした農業振興関連事
業の策定を期待します。

（３）観光振興策について
　観光客の増加による地域経済への波及効果が期待さ
れていますが、通過型がゆえに町の経済に反映されて
いないことが見て取れます。
　観光客の消費効果を増やす滞在日数や滞在時間の拡
大、浄土の館の積極的活用策、道の駅の利・活用促進
など、地域活性化の契機となるプランニングの提案が
必要不可欠となっています。観光を通じた地域活性化
の契機となる取り組みを期待します。

　■調査期間：平成29年８月～令和２年３月

魅力ある子育て支援について
　女性の社会進出が進み共働き世帯が増加するなか、
子どもを育てながら働くための環境が必要であり、子
育て支援の充実は当町における喫緊の課題と考えます。
　当町の教育、保育環境の現状は待機児童や保育士の
不足などの課題があります。その解決には、乳児から
幼児、学童と発達段階に応じた切れ目のない保育・教
育の連携を図ることができる「認定こども園」への移
行を目指すべきと考えます。
　また、教育と保育を総合的に行う「（仮称）子育て支
援課」を設置し、子育て世代への相談体制の充実など、
一体的なきめの細かい子育て支援環境の整備に努力し
てください。

　ファミリーサポート事業については、一関市社会福
祉協議会への委託支援事業でありますが、周知が十分
ではなく当町の利用は少ない現状にあります。当町の
状況を踏まえ主体的な事業運営となるよう、子育てに
不安を抱えた親たちにも
対応できるサービスであ
ることを丁寧に周知し、
事業費の拡充を図り、利
用拡大を目指すべきであ
ります。
　また、利用者を増やす
ために当町の預かり会員
の人材育成にも取り組ん
でください。

議会改革推進会議報告議会改革推進会議報告
議会基本条例　４年間の検証
～開かれた議会をめざして～

　各常任委員会では、先進地や町内を視察しながら、諸課題について調査検討し、３月会議において、
その調査結果を報告しました。

総務教民常任委員会
委員長：升 沢　博 子

治山ダム（16区）

調査報告
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全員賛成可　決議案第５号

児童クラブ運営の条例改正児童クラブ運営の条例改正
　放課後児童支援員の基準を定める条例を改正
し、「教育職員免許を有する者」に「５年以上放
課後児童健全育成事業に従事したもので町長が認
めた者」を加える。

Q 　改正によって、現在の支援員の状況に変
更はないか。

Ａ 町民福祉課長
　変更なく運営できる。

全員賛成可　決議案第８号

誘致企業工場用地の売却誘致企業工場用地の売却
　企業立地協定を締結した「株式会社長島製作所」
に高田前工業団地工場用地を売り払い。

所在地及び数量　平泉町平泉字宿及び字大平
11,473㎡

価　格　82,058,000円

相手方　株式会社　長島製作所

全員賛成可　決議案第10号  一般会計補正予算

生活再建住宅支援は生活再建住宅支援は
令和２年度終了令和２年度終了

　東日本大震災と平成23年４月７日に発生した余震に
より住宅が被災した人を対象に、補修費用や改修費用
の一部を補助している。改修工事費の半額（耐震改修
60万円限度、バリアフリー改修60万円限度、県産材
の利用20万円限度、被災宅地復旧工事200万円限度）

Q 　708万円減額になっているが、利用頻度は。
制度の期限は。

Ａ 建設水道課長
　平成30年度が12件、令和元年度が７件の申請

があった。令和２年度で制度は終了となる。

全員賛成可　決議案第24号

辺地整備計画の変更辺地整備計画の変更
　平泉町の辺地指定となっている、平泉字
東郷を中心とした戸河内地区の消防施設を
整備するため、計画を変更する。

消防施設　 消火栓の設置（１基）
（ 現消火栓は地下式で降雪時の
消火活動に支障をきたすため、
地上式に更新）

事 業 費　 140万円
（ 戸河内地区は辺地に指定され
ているため、交付税の還元が
８割の辺地債を使用できる。）

全員賛成可　決

新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
提出者：佐藤孝悟　　　賛成者：升沢博子、髙橋伸二、三枚山光裕

　新型コロナウイルス感染拡大防止と国民生活の安定に向け、地方公共団体と連携・協力
し、次の措置を講ずるよう国等関係機関に次のとおり要望する。

１  検査・医療体制のさらなる整備と充実を図るとと
もに、医療現場への支援を行うこと。

２  国民生活と地域経済や各産業への影響を最小限に
とどめ、財政支援に努めること。

３  休校措置に伴う児童・生徒の学習面をはじめとし

た学校活動に影響が出ないよう、適切なフォロー体
制の構築や、子育て家庭、企業などに生じるさま
ざまな課題に迅速・的確に対応すること。

４  地方公共団体が実施する新型コロナウイルス感染
症対策への財政支援を講じること。

議会定例会６月会議のお知らせ
６月10日（水）～17日（水）開催予定
　　　　　　　　議会はどなたでも傍聴できます。

※本会議はインターネットで
　生中継しています。

３／５～16
（12日間）

定例会
３月会議 議案審議

定例会

４月　
会議
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ＱＡ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
は

妊
娠
期
か
ら
の
支
援
提
供
を

問
　
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
。

町

長
　

妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
へ
の
不
安
な

ど
に
関
す
る
各
種
相
談
に
応

じ
る
。ま
た
、必
要
な
情
報
提
供

や
助
言
、
保
健
指
導
を
行
う
。

問
　
具
体
的
な
取
り
組

み
計
画
は
。

町

長
　

令
和
２
年
度
中

に
、
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
等
の
専
門
職

の
人
材
確
保
と
実
施
体
制
の

整
備
を
行
い
、
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問
　
平
成
27
年
度
に
子

育
て
新
制
度
に
よ

り
、
教
育
、
保
育
事
業
の
具

体
的
な
対
策
と
し
て
、
認
定

こ
ど
も
園
の
設
置
が
指
導
さ

れ
て
い
る
が
、そ
の
考
え
は
。

町

長
　

認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
計

画
期
間
の
５
年
間
検
討
を
重

ね
た
が
、結
論
に
至
ら
な
い
。

問
　
５
年
も
検
討
さ
れ

結
論
が
出
な
い
理
由

は
。

町

長
　

現
行
の
幼
保
一

体
化
で
問
題
が
な

い
。
令
和
元
年
10
月
か
ら
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
い
「
子
育
て
の
た
め
の

施
設
等
利
用
給
付
」
制
度
の

活
用
が
で
き
る
の
で
、
現
況

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
れ
る
と
考
え
る
。

問
　
国
か
ら
の
交
付
事

業
対
象
で
あ
る
地
域

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
は
。

町

長
　

町
で
の
支
援
事

業
は
６
事
業
行
っ

て
い
る
。
①
放
課
後
児
童
健

全
育
成
（
学
童
ク
ラ
ブ
）、

②
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
、

③
養
育
支
援
訪
問
、
④
一
時

預
か
り
、
⑤
病
児
時
保
育
、

⑥
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

（
ア
ピ
ュ
イ
）
で
あ
る
。

問
　
地
域
子
育
て
支
援

事
業
の
現
状
は
。

町

長
　

平
泉
町
福
祉
活

動
セ
ン
タ
ー
（
ア

ピ
ュ
イ
）
に
運
営
の
助
成
を

し
て
い
る
。
月
の
行
事
や
施

設
開
放
を
行
い
、
支
援
員
が

常
住
し
、
地
域
の
子
育
て
を

応
援
す
る
広
場
型
の
施
設
と

し
て
、
母
親
の
交
流
の
場
に

も
な
り
、
役
割
を
十
分
に
果

た
し
て
い
る
。

問
　
就
学
前
か
ら
の

教
育
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

教
育
長
　

平
泉
町
総
合
教

育
会
議
に
お
い

て
、就
学
前
の
家
庭
環
境
や
、

子
育
て
に
対
す
る
相
談
支
援

に
つ
い
て
協
議
を
し
た
。

問
　
総
合
教
育
会
議
で

の
具
体
的
な
計
画
は
。

教
育
長
　

具
体
的
な
計
画

案
と
し
て
、
３
事

業
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
関
係
機
関

と
連
携
す
る
。
②
家
庭
相
談

員
の
養
成
及
び
配
置
の
検
討

を
す
る
。
③
就
学
前
の
準
備

と
し
て
、
生
活
習
慣
に
つ
い

て
子
ど
も
、
保
護
者
へ
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
年
中
児
教
室

の
開
催
を
検
討
す
る
。

短いようで長い議員生活でした。
「子育てと女性の自立」の視点で頑張る
ことができました。
しかし、この分野はまだまだ理解して
もらえないですネ。
おせっかいおばさんになりまぁ～す。議員の

ひとりごと

寺 﨑 敏 子 議員

鬼の面を作ったよ！親子で楽しんだ節分会
福祉活動センター（アピュイ）

一般質問
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議会定例会３月会議（３月５日～ 16日）
議案番号 議案及び内容
　条例の一部改正

第１号 平泉町監査委員に関する条例の一部改正
（法律の改正に伴う条例の整備）

第２号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
（会計年度職員の服務に関し必要な事項を定めるための改正）

第３号
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例一部改正
（職員の長時間労働の是正及び健康管理の観点から、時
間外勤務命令の上限を定めるための改正）

第４号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する
条例の一部改正（期末手当の0.05月引き上げ）

第５号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部条例
（放課後児童支援員の資格基準の対象拡大などによる改正）

第６号 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
（法律の改正に伴う条例の整備）

第７号 水道事業及び簡易水道事業の設置等に関する条例の一部
改正（法律の改正に伴う条例の整備）

　契約、その他

第８号 財産の処分（高田前工業団地事業用地の売り払い）
（相手方：株式会社長島製作所、金額：8205万8千円）

第９号
指定金融機関の指定の変更について
（指定金融機関：株式会社岩手銀行、指定年月日：令和
2年4月1日）

第24号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
（戸河内地区に消火栓を整備するための計画変更）

　令和元年度補正予算

第10号
平泉町一般会計補正予算（第6号）
（社会教育施設用地取得費2815万7千円及び職員人件
費2378万7千円、文化財調査整備費1185万円の減額
などにより、総額52億9271万円とする）

第11号
国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
（一般被保険者療養給付費4800万円の追加などによ
り、8億4917万8千円とする）

第12号
後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
（後期高齢者医療広域連合納付金の増額などにより、総額
8532万1千円とする）

第13号 健康福祉交流館特別会計補正予算（第2号）
（消費税等の支出の減額により、総額を6730万円とする）

第14号
下水道事業特別会計補正予算（第3号）
（管路実施設計委託料の減額などにより、総額2億
9184万3千円とする）

第15号 農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）
（汚泥処理経費の減額などにより、総額8329万4千円とする）

第16号 水道事業会計補正予算（第3号）（給水使用料の増によるもの）
　令和2年度当初予算　関連記事はP４～ P７に記載
第17号
～ 23号 一般会計、特別会計、下水道事業会計、水道事業会計予算

　人事案件

同意第1号
教育委員の任命同意
（千葉義信さん（平泉字衣関）・新任・任期は令和2年
4月1日から10月13日まで）

諮問第1号
人権擁護委員の任命諮問
（千葉博昭さん（長島字石合）・再任・任期は令和2年
7月1日から（予定）３年間）

　議員発議

発議第1号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正（期末手当の0.05月引き上げ）

●寺 﨑 敏 子　議員…Ｐ11
①  子ども子育て支援新制度

●髙 橋 伸 二　議員…Ｐ12
①  新型コロナウイルスに対する備え
②  財政対策の一環ともなる「住民避難保険」の導入
③  「維持管理経費」抑制に向けた対応
④  「非常用電源」設備の災害に備えた対策

●真 篭 光 幸　議員…Ｐ13
①  防災情報の伝達手順
②  人口減少問題

●氷 室 裕 史　議員…Ｐ14
①  小中学校における生徒の登下校時の負担軽減
②  小中学校及び幼稚園・保育所の労働環境

●升 沢 博 子　議員…Ｐ15
①  女性活躍推進のための行政施策
②  SDGsへの取り組み

●千 葉 勝 男　議員…Ｐ16
①  青木町長の目指す町政
②  道路行政
③  防災施設

●髙 橋 拓 生　議員…Ｐ17
①自然災害関連の産業振興対策
②ふるさと納税
③新たな住宅支援政策

●阿 部 圭 二　議員…Ｐ18
①  農業の担い手確保
②  補聴器の購入補助
③  中尊寺第一駐車場の拡張
④  防災対策

●三枚山光裕　議員…Ｐ19
①  国民健康保険税の負担軽減
②  台風19号にかかわる、住宅や農地等の被害への
対応

③  公共交通網の早期確立
④  人命第一へ、緊急車両の安全走行

議案内容と審議結果

※議会の構成についてはＰ２～Ｐ３に記載しています。
※議案は全員賛成で可決しています。

議会定例会４月会議（４月21日）
議案番号 議案及び内容
報告第 １ 号 町税条例の一部改正（専決処分）
報告第 ２ 号 損害賠償の額の決定（専決処分）
報告第 ３ 号 損害賠償の額の決定（専決処分）
報告第 ４ 号 平泉町一般会計補正予算（第７号）（専決処分）
議案第24号 平泉町在宅介護支援センター設置条例廃止
議案第25号 令和２年度平泉町一般会計補正予算（第１号）
同意第 ２ 号 監査委員の選任同意（真篭光幸議員）

発議第 ３ 号 新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
（※関連記事はＰ8に記載）

　一般質問とは、議員が執行機関である町長
などに対し、事業の状況や将来の方針などの
諸問題について問いただすものです。
　平泉町では一人60分以内の制限時間で質問
を行います。

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここここがが
聞聞きたい！きたい！
ここここがが
聞聞きたい！きたい！
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ＱＡ
大
雨
被
害
を
防
ぐ
情
報
伝
達
は

連
絡
体
制
を
図
り
、
効
率
的
な
方
法
を

問
　
た
め
池
の
限
界
を

超
え
る
ほ
ど
の
大
雨

の
場
合
、
危
険
情
報
の
伝
達

経
路
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

町

長
　

現
在
、
た
め
池

の
水
位
計
測
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
堤
体
が
限

界
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
降
雨
の
状

況
で
町
の
避
難
指
示
に
従
っ

て
行
動
し
て
欲
し
い
。

問
　
た
め
池
の
管
理
は

地
域
の
自
主
的
な
組

織
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
雨

中
で
の
点
検
作
業
や
支
障
木

の
除
去
作
業
な
ど
は
危
険
が

伴
う
。
点
検
と
作
業
に
は
町

の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長
　

日
頃
か
ら
た
め

池
管
理
者
に
水
路

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
草
刈

り
や
倒
木
の
除
去
を
し
て
い

た
だ
き
、
余
裕
を
持
っ
て
避

難
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。

問
　
誰
が
ど
の
様
に
行

動
す
る
の
か
、
ど
う

情
報
伝
達
す
る
の
か
の
指
針

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

建
設
水
道

課

長
　

行
動
の
指
針

を
今
後
検
討
し

た
い
。

問
　
農
研
機
構
が
開
発

し
た
「
た
め
池
防
災

シ
ス
テ
ム
」
は
、
地
震
情
報

を
受
信
し
て
か
ら
30
分
以

内
、
豪
雨
時
に
は
現
在
時
刻

か
ら
６
時
間
後
ま
で
の
た
め

池
決
壊
危
険
度
を
予
測
し
て

情
報
を
伝
達
す
る
。
シ
ス
テ

ム
の
活
用
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町

長
　

岩
手
県
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
研
修
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
町

と
し
て
も
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
人
口
減
少
へ
の

対
策
は

Ａ
子
育
て・就
業・結
婚

支
援
の
施
策
を

問
　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
が
で

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
施
策

に
反
映
す
る
の
か
。

　
町

長
　

町
民
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
が
あ
っ

た
。
町
の
総
合
計
画
策
定
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

問
　
平
泉
へ
の
愛
着
度

は
73・
１
％
で
あ
る
。

平
泉
に
高
校
が
あ
れ
ば
一
関
、

奥
州
市
へ
通
学
し
て
い
る
子

ど
も
達
の
相
当
部
分
が
本
町

に
と
ど
ま
る
。
中
学
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
も
必
要
で

は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

今
の
と
こ

ろ
中
学
生
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
は

な
い
。

問
　
水
沢
工
業
高
校
、

一
関
工
業
高
校
、
千

厩
高
校
の
工
業
高
校
再
編
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
再
編
統

合
高
校
「
平
泉
高
校
」
の
建

設
場
所
と
し
て
、
誘
致
に
取

り
組
む
考
え
は
。

町

長
　

貴
重
な
提
言
と

捉
え
て
い
る
。

真 篭 光 幸 議員

満水のため池の恐ろしさ

子育て環境を進化させ、
少子化に歯止めを！

議員の
ひとりごと

一般質問
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ＱＡ
住
民
避
難
保
険
の
導
入
は

加
入
に
つ
い
て
今
後
検
討
を
進
め
る

問
　 

財
政
対
策
の
一

環
と
し
て
昨
今
、
多

発
す
る
自
然
災
害
発
生
時
に

住
民
の
避
難
費
用
や
職
員
の

時
間
外
勤
務
手
当
、
消
防
団

員
の
出
動
手
当
の
支
払
い
を

対
象
と
す
る
、
災
害
対
策
費

用
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
県
内
で
は
10
の
自
治
体
が

保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

　
こ
の
保
険
に
は
、「
気
象

ア
ラ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
が
付
帯

し
て
い
る
た
め
、メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
す
れ
ば
、町
民
が

15
項
目
の
気
象
情
報
を
ス
マ

ホ
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
。早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

町

長
　

 

大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場

合
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
な
い
と
自
治
体
の
多
大
な

財
政
負
担
と
な
る
。

　

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め

に
も
早
期
の
避
難
勧
告
等
の

発
令
も
必
要
で
あ
り
、
迅
速

か
つ
適
切
な
災
害
救
助
に
十

分
な
対
策
が
と
れ
る
よ
う
、

加
入
の
検
討
を
す
す
め
る
。

Ｑ「
非
常
用
電
源
」

設
備
の
対
策
は

Ａ
喫
緊
に
対
応
す
べ

き
課
題
で
あ
る

問
　 

災
害
に
備
え
た

庁
舎
の
「
非
常
用
電

源
」
設
備
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町

長
　

 
庁
舎
の
電
源

設
備
は
停
電
時
に

３
時
間
程
度
の
運
転
が
で
き
る

燃
料
タ
ン
ク
を
備
え
て
い
る
。

　

浸
水
対
策
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
喫
緊
に
対
応
す
べ
き

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
　 

消
防
庁
は
非
常

用
電
源
が
、「
外
部

か
ら
の
燃
料
供
給
な
し
で
、

72
時
間
稼
働
で
き
る
燃
料
を

措
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」

と
の
通
知
を
出
し
て
い
る
。

　
備
蓄
し
て
い
る
燃
料
は
あ

る
の
か
。

町

長
　

災
害
時
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を

確
実
か
つ
円
滑
に
遂
行
す
る

た
め
、
今
後
は
物
資
の
調
達

が
困
難
と
な
る
場
合
を
想
定

し
て
、
燃
料
備
蓄
量
の
増
量

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
非
常
用
電
源
設
備
更
新

の
際
に
は
燃
料
タ
ン
ク
自
体

の
容
量
増
大
化
な
ど
の
機
能

強
化
も
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
補
助
的
な
意
味
で

太
陽
光
パ
ネ
ル
と
連
動
し
た

蓄
電
池
を
設
置
し
て
い
る
。

問
　 

メ
ー
カ
ー
か
ら

の
聞
き
取
り
に
よ
れ

ば
、
蓄
電
池
の
備
蓄
量
は
、

約
１
時
間
程
度
で
あ
る
。

　
消
防
庁
の
調
査
に
対
し
、

対
策
時
期
を
「
未
定
」
と
報

告
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
調

査
に
よ
れ
ば
、
燃
料
供
給
業

者
と
の
協
定
の
締
結
も
行
っ

て
い
な
い
。
人
命
救
助
の
観

点
か
ら
も
早
期
の
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　

 

燃
料
供
給

業
者
と
協
定
締

結
し
て
い
な
い
と
消
防
庁
に

調
査
報
告
し
て
い
た
が
、
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
22
年

度
に
供
給
業
者
と
締
結
し
て

い
た
。訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
備
え

・  

維
持
管
理
経
費
の
抑
制
に

向
け
た
対
応

髙 橋 伸 二 議員

役場庁舎内に設置してある非常用発電機

増税で買い物が冷え込む中、新型
コロナウイルスにより経済活動
が滞っている。
消費が落ちて企業が委縮し、賃
上げができずまた消費が落ちる。
知恵を集めて難局に当たる時だ。

議員の
ひとりごと

一般質問

12議会だより  第167号



ＱＡ
女
性
に
対
す
る
起
業
支
援
は

「
ひ
ら
い
ず
み
創
業
塾
」
か
ら
の
起
業
も

問
　
少
子
高
齢
化
の
進

行
で
生
産
年
齢
人
口

減
少
の
な
か
、
女
性
の
優
秀

な
人
材
確
保
が
わ
が
国
最
大

の
潜
在
力
に
な
り
経
済
成
長

に
な
る
と
「
女
性
活
躍
推
進

法
」
が
平
成
28
年
に
施
行
さ

れ
て
い
る
。
当
町
で
は
女
性

へ
の
起
業
支
援
の
取
り
組
み

は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

町

長
　

平
泉
商
工
会
や

金
融
機
関
と
の
連

携
で
、
経
営
に
必
要
な
知
識
を

学
ぶ「
ひ
ら
い
ず
み
創
業
塾
」

を
開
催
し
て
い
る
。
30
年
度

は
22
名
の
う
ち
４
名
が
女
性
、

31
年
度
は
12
名
の
う
ち
４
名

が
女
性
で
受
講
者
の
中
か
ら

起
業
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

問
　
町
内
企
業
の
一
般

事
業
主
行
動
計
画
策

定
の
状
況
は
。

町

長
　

事
業
主
が
従
業

員
の
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
を
図
る
た
め
の
雇

用
環
境
の
整
備
や
多
様
な
労

働
条
件
の
取
り
組
み
の
計

画
、
目
標
、
対
策
な
ど
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。
目
標
を

達
成
し
、
申
請
を
行
う
と
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て

功
労
大
臣
認
定
の
「
く
る
み

ん
認
定
」
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
町
内
は
計
画

の
届
け
出
企
業
は
５
社
、
策

定
は
２
社
で
あ
る
。

問
　「
女
性
活
躍
推
進

法
」
を
受
け
て
、
女

性
役
員
の
登
用
に
積
極
的
で

役
員
比
率
29
％
の
企
業
も
あ

る
。
若
年
女
性
の
地
元
定
着

の
た
め
に
も
令
和
３
年
か
ら

の
総
合
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
女
性
」
を
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
。

町

長
　

地
域
活
動
で
は

女
性
に
活
躍
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
た
だ
、
女

性
自
身
の
意
識
改
革
が
課
題

と
考
え
る
。

Ｑ
教
育
に
お
け
る

平
泉
型
Ｓ
Ｄ
Ｚ
ｓ
は

Ａ
全
世
代
型
平
泉

学
の
推
進
を

問
　
２
０
１
５
年
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
※
Ｓ
Ｄ
Ｚ
ｓ
」
だ
れ
一
人

取
り
残
さ
な
い
と
い
う
理
念

で
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成

を
目
指
す
17
の
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
公
正
で
質
の
高
い

教
育
を
受
け
る
権
利
と
生
涯

に
わ
た
り
学
習
で
き
る
機
会

を
目
標
と
す
る
教
育
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長
　
「
教
育
が
全
て

の
Ｓ
Ｄ
Ｚ
ｓ
の
基

礎
」
で
あ
り
、「
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を

育
む
教
育
」
で
あ
る
。
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む

中
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
「
幼
保
小
中
の
系
統
的

な
平
泉
学
学
習
」
と
し
て
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の
た

め
の
「
全
世
代
型
平
泉
学
」

の
推
進
に
取
り
組
む
。

問
　
自

治
体

Ｓ
Ｄ
Ｚ
ｓ
は

持
続
可
能
な

町
づ
く
り
と

地
域
活
性
化

を
目
指
す
地

方
創
生
の
取

り
組
み
と
し

て
い
る
。
当

町
の
課
題
解

決
の
た
め

に
、
ま
た
令

和
３
年
か
ら

の
新
総
合
計

画
に
ど
の
よ

う
に
盛
り
込

む
の
か
。

町

長
　

誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
と
い
う

Ｓ
Ｄ
Ｚ
ｓ
の
理
念
は
自
治
体

の
施
策
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
平
泉
の
世

界
文
化
遺
産
の
理
念
に
共
通

す
る
も
の
で
あ
る
。
策
定
を

進
め
る
次
期
総
合
計
画
や
次

期
総
合
戦
略
に
お
い
て
実
施

す
る
施
策
が
Ｓ
Ｄ
Ｚ
ｓ
の
17
の

目
標
に
つ
な
が
る
よ
う
明
記

し
目
標
達
成
を
目
指
し
た
い
。

升 沢 博 子 議員

議員の
ひとりごと

女性の意識改革をと、町長は答弁。
しかし、自信に満ちた町内企業
の取締役の女性に感動。確実に
女性は変わっています。変わら
ないのは男性では？

SDZsが目指す17の目標

※SDZsとは…持続可能な社会を世界レベルで実現するために国連で合意された世界共通の目標

一般質問

15 議会だより  第167号

ＱＡ
登
下
校
時
の
負
担
軽
減
へ
の
対
応
は

先
生
方
が
主
体
的
に
行
う

問
　
２
０
１
８
年
の
文

科
省
の
「
児
童
生
徒

の
携
行
品
に
係
る
配
慮
に
つ

い
て
」
の
通
知
を
受
け
、置
き

勉
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

町

長
　

中
学
校
に
つ
い

て
は
何
を
持
ち
帰

ら
せ
る
か
、
何
を
学
校
に
置

い
て
い
く
か
に
つ
い
て
家
庭

学
習
の
重
要
性
の
視
点
も
含

め
て
検
討
し
た
。
実
際
に
町

民
の
方
か
ら
「
中
学
生
徒
の

カ
バ
ン
が
重
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
指
摘

も
あ
り
、
普
段
か
ら
先

生
方
が
子
ど
も
た
ち
に

配
慮
し
て
い
る
。

問
　
重
た
す
ぎ
る

カ
バ
ン
は
生
徒

の
体
の
成
長
を
阻
害
す

る
可
能
性
も
あ
る
が
見

解
は
。

教
育
長
　

同
じ
学
年

で
あ
っ
て
も

体
格
に
個
人
差
が
あ

り
、
そ
う
し
た
部
分
に

つ
い
て
の
配
慮
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、

学
年
で
配
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
置
き
勉
に
関
し
て

の
議
論
を
先
生
方
だ

け
で
は
な
く
生
徒
を
交
え
、

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
し
考

え
て
い
く
と
い
う
考
え
は
ど

う
か
。

教
育
長
　

置
き
勉
に
関
し
、

教
科
書
と
い
う
の

は
そ
の
教
科
の
学
習
の
主
た

る
教
材
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
を
子
ど
も
が
主

体
的
に
判
断
す
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
す
べ
て
子
ど
も
た
ち
の

自
主
管
理
に
任
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
先
生
方
の
負
担
軽

減
は
ど
の
よ
う
に

Ａ
時
間
外
勤
務
の

削
減
に
努
め
る

問
　
具
体
的
に
時
間
外

勤
務
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

町

長
　

学
校
教
職
員
は

児
童
・
生
徒
の
問

題
行
動
、
保
護
者
か
ら
の
相

談
な
ど
、
突
発
的
な
も
の
が

あ
る
。
幼
稚
園
職
員
の
時
間

外
勤
務
は
土
日
祝
祭
日
の
行

事
、
そ
れ
に
付
随
す
る
準
備

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問
　
時
間
外
勤
務
を
含

め
、
先
生
方
の
負
担

軽
減
と
し
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長
　

既
に
公
務
支
援

ソ
フ
ト
の
導
入
、

部
活
動
休
養
日
の
設
定
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ま
た
軽
減
可
能
な
行
事
の
検

討
、
通
知
表
の
所
見
欄
の
廃

止
、
家
庭
訪
問
の
廃
止
、
学

校
徴
収
金
の
事
務
改
善
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
家
庭
訪
問
の
廃
止

に
関
し
て
の
議
論
は

既
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長
　

働
き
方
改
革
に

対
し
て
、
何
を
減

ら
せ
る
か
と
い
う
議
論
を
し

て
い
る
中
で
家
庭
訪
問
を
な

く
し
、
そ
の
代
わ
り
に
学
期

末
の
保
護
者
面
談
、
学
校
に

よ
っ
て
は
子
ど
も
を
交
え
て
、

三
者
面
談
を
丁
寧
に
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
十
分
対
応
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話

し
合
い
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。

問
　
虐
待
等
の
サ
イ
ン

を
見
つ
け
る
た
め
に

も
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
慎
重
な
検
討
を
必

要
と
す
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

教
育
長
　

月
一
回
の
体
重

測
定
な
ど
、
年
に

一
度
の
家
庭
訪
問
よ
り
も
日

常
的
な
学
校
で
の
対
応
で
も

十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

氷 室 裕 史 議員

議員の
ひとりごと

子どもたちの負担は子どもたちで主体的
に考える。主権は先生方にあっても実際
に負担を被る子どもたちと考えを共有す
ることがあってもよいのではないか。

子どもたちの負担軽減を

※置き勉とは…登下校の荷物を軽くするため、児童・生徒が教科書などを教室に置いて帰ること

一般質問

14議会だより  第167号



ＱＡ
自
然
災
害
時
の
商
工
業
者
へ
の
支
援
は

町
と
商
工
会
が
共
同
で
支
援
計
画
を

問
　
大
規
模
自
然
災
害

発
生
時
の
観
光
客
へ

の
対
策
は
。

町

長
　

地
域
防
災
計
画

に
よ
る
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
所
管
す
る

部
署
の
情
報
収
集
を
行
い
、

関
係
機
関
の
情
報
を
基
に
避

難
行
動
を
行
う
。

問
　
外
国
人
観
光
客
の

対
策
は
。

町

長
　

日
本
政
府
観
光

局
が
整
備
す
る

「
セ
ー
フ
テ
ィ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」
を
活
用
し

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
。

問
　
大
規
模
自
然
災
害

発
生
時
の
商
工
業
者

へ
の
支
援
策
は
。

町

長
　

中
小
企
業
強
靭

化
法
で
は
、
事
業

継
続
力
強
化
計
画
の
認
定
制

度
を
創
設
。県
が
認
定
す
る
、

町
と
商
工
会
が
共
同
で
支
援

計
画
を
作
成
し
対
応
す
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
商
工
業

者
へ
の
影
響
、
支
援
策
は
。

観
光
商
工

課

長
　

宿
泊
関
係
で

は
観
光
客
の
減

少
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
中
止
に

よ
る
団
体
客
が
例
年
よ
り
五

割
以
上
減
少
、
飲
食
店
も
同

様
で
各
種
会
合
の
自
粛
で
売

上
げ
が
減
少
、
製
造
業
で
は

輸
入
資
材
が
滞
っ
て
い
る
た

め
事
業
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
今
後
商
工
会
、
金
融

機
関
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

支
援
策
を
検
討
す
る
。

総
務
課
長
　

次
年
度
よ
り
、

返
礼
率
、
品
目

も
増
や
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
改
修
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の

納
税
環
境
が
変
わ
れ

ば
、
納
税
額
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
産
業
振
興
策
と
し

て
地
域
経
済
活
性
化
に
も
な

る
が
、
見
解
は
。

町

長
　

見
直
し
を
図
っ

て
き
た
が
、
道
の

駅
も
整
備
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
額
も
増
加
し
て
い
け
ば
、

地
元
の
産
業
振
興
活
性
化
、

Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
住
宅
支
援
政
策

Ｑ
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
現
状
は

Ａ
今
年
度
は
増
加

し
て
い
る

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
策

の
改
善
提
言
を
し
た

が
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
、
課
題
は
。

町

長
　

今
年
度
よ
り

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
掲
載
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
清
算

化
、
返
礼
品
目
を
19
品
か
ら

28
品
に
追
加
し
た
。
寄
付
実

績
は
昨
年
度
２
８
０
万
円
か

ら
今
年
度
１
１
４
９
万
円
に

増
え
た
。

　

課
題
は
、
返
礼
品
の
品
ぞ

ろ
え
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
総
務
省
の
趣
旨
に
沿
い

返
礼
割
合
を
増
や
し
、
町
内

業
者
が
参
加
し
や
す
い
価
格

区
分
の
見
直
し
を
行
い
、
返

礼
品
の
充
実
に
取
り
組
む
。

　

問
　
昨
年
度
の
定
例
会

で
も
提
言
し
た
、
現

状
10
％
の
返
礼
率
を
総
務
省

指
導
の
30
％
に
増
や
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
他
の
自
治

体
の
よ
う
な
綺
麗
で
見
や
す

い
、
品
目
の
生
産
者
の
表
記

も
記
載
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

髙 橋 拓 生 議員

ふるさと納税ホームページ
議員の
ひとりごと

新たな住宅支援策として、「和風建築物
普及事業」が予算化されました。今まで
質疑してきた新築物件対象で、平泉景観
計画による制度であり、和風建築物に認め
られる経費に対し２分の１以内の額とし
20万円を限度として補助されます。

一般質問

17 議会だより  第167号

ＱＡ
町
長
の
目
指
す
町
政
は

町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

問
　
次
期
総
合
計
画
作

成
に
あ
た
り
町
長
の

目
指
す
町
政
は
。

町

長
　

町
民
総
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
型
事
業

で
は
来
年
完
成
す
る
※

Ｓ
Ｉ

Ｃ
の
効
果
を
活
か
す
施
策
を

講
じ
る
。

問
　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
効
果
を

最
大
限
に
活
か
す
と

い
う
が
、
そ
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

企
業
誘
致

に
よ
る
雇
用

の
確
保
や
人
材
確
保
が
重
要

と
考
え
る
。工
業
高
等
学
校
、

専
門
学
校
な
ど
誘
致
な
ど
の

戦
略
を
今
後
立
て
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
の
財
政
計
画

に
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
事
業

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

道
路
、
上

下
水
道
事
業

は
実
施
計
画
、
財
政
計
画
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。
関
連
事

業
者
と
の
協
議
が
ま
と
ま
れ

ば
、
そ
の
都
度
見
込
ん
で
い

き
た
い
。

問
　
令
和
２
年
度
作
成

の
次
期
総
合
計
画
期

間
（
10
年
）
の
財
政
計
画
を

示
す
こ
と
は
で
き
る
か
。

総
務
課
長
　

10
年
間
の
財

政
計
画
を
示
す

こ
と
は
難
し
い
が
、
総
合
計

画
の
見
直
し
の
中
で
、
具
体

的
な
根
拠
と
な
る
財
源
を
示

し
た
い
。

こ
と
か
ら
、検
討
す
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
き
た
の
か
。

町

長
　

道
路
整
備
の
課

題
は
、
急
こ
う
配

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
整
備
延

長
や
用
地
の
事
業
量
が
大
き

く
な
る
こ
と
や
、
土
地
の
所

有
者
に
、
50
名
以
上
の
共
有

地
が
複
数
あ
る
た
め
に
契
約

の
相
手
方
の
確
定
に
相
当
の

時
間
を
要
す
る
こ
と
で
あ

る
。
用
地
に
係
る
相
続
案
件

な
ど
契
約
可
能
と
な
る
状
況

が
判
断
基
準
と
な
る
。

問
　
大
佐
３
号
線
は
緊

急
車
両
の
通
行
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

町

長
　

小
型
の
救
急
車

等
は
、
か
ろ
う
じ

て
通
行
で
き
る
が
、
大
型
の

緊
急
車
両
は
通
行
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。
用
地
の
協
力

体
制
な
ど
総
合
的
に
検
証
し
、

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
、
検
討

と
い
う
答
弁
が
繰
り

返
さ
れ
、何
の
進
展
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
答
弁
を
求
め
て

い
る
の
で
な
い
。
調
査
費
を

付
け
る
な
り
、
課
題
解
決
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町

長
　

道
路
整
備
は
、

用
地
な
ど
地
元
の

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
整
備

促
進
に
、
町
と
し
て
も
力
を

注
ぎ
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
施
設

　

無
蓋
の
防
火
水
槽
の
堆
積

物
等
の
管
理
を
。

Ｑ
生
活
道
路
の

整
備
は

Ａ
利
用
状
況
や

緊
急
性
を
検
証

問
　
深
山
地
内
の
桜
森

線
の
未
舗
装
部
分
の

整
備
は
。

町

長
　

未
改
良
区
間

は
、
生
活
道
路
と

し
て
の
利
用
状
況
、
緊
急
性

を
検
証
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
　
平
泉
地
区
の
大
平

線
は
長
年
に
わ
た
り

改
良
要
望
が
あ
り
、
そ
の
都

度
検
討
す
る
と
答
弁
さ
れ
て

き
た
。道
路
整
備
の
課
題
は
、

急
こ
う
配
で
あ
る
こ
と
や
用

地
に
係
る
相
続
案
件
で
あ
る

千 葉 勝 男 議員

整備が待たれる町道大平線

議員の
ひとりごと

青木町長でなければできない課題がある。
今後も強力なリーダーシップのもと、
職員一丸となり課題解決に向けて、一歩
でも二歩でも進めてほしいなぁ。

※ＳＩＣ…スマートインターチェンジ

一般質問
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ＱＡ
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で
は

当
面
は
現
状
を
継
続
す
る

問
　
国
民
健
康
保
険
税

の
課
税
に
つ
い
て
、

資
産
の
保
有
と
負
担
能
力
が

一
致
し
な
い
現
状
が
あ
る
。

算
定
区
分
か
ら
「
資
産
割
」

を
廃
止
す
べ
き
で
は
。

　
町

長
　

土
地
、
家
屋
を

所
有
し
て
い
る
こ

と
は
「
担
税
力
」
を
表
し
て

い
る
。
資
産
割
は
所
得
割
の

補
完
的
な
も
の
と
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
世
帯
意
識
の

強
い
農
村
部
に
適
し
た
も

の
。
資
産
割
を
な
く
す
自
治

体
も
あ
る
が
、
多
く
の
市
町

村
で
は
資
産
割
を
設
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
継
続

す
る
。

問
　「
資
産
」
の
「
資
」

と
は
宝
と
か
お
金
の

意
味
。「
産
」
は
産
み
だ
す

の
意
味
。
つ
ま
り
「
資
産
」

と
は
「
お
金
を
生
み
出
す
」

と
い
う
こ
と
だ
。
所
有
す
る

建
物
が
お
金
を
生
み
出
す
こ

と
で
「
資
産
」
と
言
え
る
。

農
業
資
産
は
あ
る
が
、「
資

産
」
を
生
み
出
さ
な
い
例
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉

課

長
　

所
得
割
だ
け

で
は
保
険
税
を

補
完
で
き
ず
、
当
面
資
産
割

を
続
け
て
い
き
た
い
。た
だ
、

岩
手
県
の
統
一
保
険
料
に
な

る
と
き
は
資
産
割
を
廃
止
す

る
方
針
と
聞
く
。
検
討
も
含

め
た
か
た
ち
で
進
め
た
い
。

問
　
所
得
の
無
い
子
ど

も
へ
の
「
均
等
割
」

は
全
額
減
免
す
べ
で
は
。

町

長
　

国
保
税
の
負
担

割
合
が
大
き
く
な

る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、「
均

等
割
」
に
基
づ
き
、
世
帯
内

の
加
入
者
の
増
加
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
地
方
税
法

で
均
等
割
の
み
引
き
下
げ
で

き
な
い
。

町
民
福
祉

課

長
　

子
ど
も
も
病

院
に
行
き
医
療

費
が
か
か
っ
て
い
る
。
あ
る

程
度
の
負
担
は
や
む
を
得
な

い
。
今
の
制
度
に
基
づ
き
、

課
税
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｑ
小
規
模
の
農
地
被
害

へ
の
補
助
制
度
を

Ａ
既
存
の
制
度
で

十
分
対
応
可
能

問
　
農
地
の
被
害
に
つ

い
て
国
等
の
制
度
が

使
え
な
い
小
規
模
の
被
害
に

対
し
て
、
対
応
で
き
る
町
独

自
の
補
助
制
度
の
創
設
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町

長
　

復
旧
費
13
万
円

未
満
を
対
象
と
し

た
県
単
独
事
業
の
「
小
規
模

農
地
等
復
旧
事
業
」が
あ
る
。

該
当
箇
所
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
交
付
要
綱
の
制
定
は

行
わ
な
か
っ
た
。
既
存
の
制

度
で
十
分
対
応
可
能
と
考
え

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

交
通
弱
者
（
移
動
）

の
願
い
に
応
え
公
共

交
通
網
の
早
期
の
確

立
を

・ 

人
命
第
一
へ
、
緊
急

車
両
の
安
全
走
行

三枚山光裕 議員

台風16号による法面崩落

過ぎてしまえば、あっという間の４年
間でした。でも定例会ごとの準備は
しんどかったなあ。で「実績は何」
と聞かれると困るなぁ。「自前の議会
報告を定例会ごとに出しました」と
言うことにしよう。

議員の
ひとりごと

一般質問
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ＱＡ
加
齢
に
よ
る
難
聴
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

加
齢
性
難
聴
へ
の
補
聴
器
の
助
成
は
難
し
い

問
　
難
聴
に
よ
る
身
体

障
害
者
の
実
態
は
。

町

長
　

身
体
障
害
者
手

帳
が
交
付
さ
れ
て

い
る
難
聴
者
は
25
人
い
る
。

等
級
に
よ
り
補
聴
器
な
ど
の

補
装
具
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

問
　
加
齢
に
伴
う
難
聴

に
よ
る
生
活
へ
の
支

障
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町

長
　

加
齢
に
伴
う
身

体
機
能
の
低
下

は
、聴
覚
に
限
ら
ず
生
じ
る
。

介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の
延

伸
の
観
点
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

問
　
加
齢
に
よ
る
難
聴

者
へ
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

町

長
　

聴
覚
障
害
者
に

対
す
る
過
去
３
年

間
の
助
成
は
、
補
聴
器
の
購

入
、
修
理
で
11
件
の
助
成
を

し
て
い
る
。

　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
は
日
常
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
る
が
、
助
成
は
難

し
い
。

問
　
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
人
の
た
め
に
建
設

中
の
社
会
教
育
施
設
に
も
難

聴
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長
　

社
会
教
育
施
設

は
ま
だ
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
る
段
階
で
は

な
い
。

Ｑ
プ
ロ
の
農
業
講
習
で

家
庭
菜
園
強
化
を

Ａ
町
主
体
で
は

難
し
い

問
　
農
業
後
継
者
不
足

の
課
題
と
対
策
は
。

町

長
　

水
田
農
業
を
主

体
と
し
た
地
域
だ

が
、
園
芸
作
物
や
畜
産
と
の

複
合
経
営
、
道
の
駅
の
活
用

で
の
農
業
経
営
へ
の
転
換
や

認
定
農
業
者
制
度
の
活
用
を

し
て
い
く
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保
は

「
新
規
就
農
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
」
で
Ｊ
Ａ
や
県
と

連
携
し
な
が
ら
、
国
の
「
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
交

付
金
」
や
町
単
独
の
「
平
泉

町
新
規
就
農
者
支
援
事
業
」

を
活
用
し
な
が
ら
、
育
成
、

確
保
し
て
い
く
。

問
　
農
家
を
増
や
す
前

段
と
し
て
家
庭
菜
園

の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
た

め
に
、
町
で
農
園
を
作
り
、

プ
ロ
の
農
家
が
農
業
の
講
習

な
ど
で
野
菜
を
作
っ
て
道
の

駅
で
販
売
し
た
ら
ど
う
か
。

農
林
振
興

課

長
　

実
践
し
て
い

る
所
は
あ
る
。

現
在
、
多
面
的
な
組
織
や
中

山
間
地
の
組
織
が
あ
る
。
地

域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
こ

と
を
町
民
が
主
体
的
に
行
な
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。町

の
予
算
で
講
習
を
行
な
い
、

道
の
駅
に
供
給
し
て
い
く
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
中
尊
寺
第
一
駐
車
場
の
拡
張

・
防
災
対
策

阿 部 圭 二 議員

補聴器購入で明るい健康生活を

家庭菜園は誰でもやっている。
質問の講習会は農業の新たな方法、
土地、農業の仲間、農業の師匠、
販売ルートまで一気に得ること
が出来る手段ではないか。

議員の
ひとりごと

※ 議会だより 166 号 P11 の阿部圭二議員の一般質問 3段目、町長答弁に誤字がありました。
お詫びし訂正します。　「支川の反乱」→「支川の氾濫」

一般質問
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